
要祝されるようになってきている｡しかし.これ

らの実験的な真付けは下等動物を用いた場合には

かなり問題点が多い｡そこで.サルを用いて分析

したとこ.ろ.以下の如き興味ある所見が得られた｡

1)血液型抗原についての研究成果

ABO血液型類似抗原はヒト以外にも動植物界

に広く分布していることは既知の事実であるが.

その生合成過程がヒトの場合と同一であるか否か

についてはよく知られていない｡我々は.ABO

抗原の前駆物質であるH抗原とAならびにB抗原

(般終抗原)の同一組綴内における局在性につい

て分析したところ.ウサギやモルモットについて

はヒトとは生合成パターンが異なっていることを

見出している｡そこで.サルについて分析したと

ころ,下級サル (Black-neckedtamarin,Tufted

capuchinmonkey,Collaredtitimonkey,Red

howlermonkey,White-frontedcapuchinmon-

key,Monksaki,CommonsquirrelMonkey)

や打抜サル(Chimpanzee,Blackgibbon,Stump-
tailcdmonbey,Formosanmonkey,Rhesus

monkey,Japanesemonkey)のいずれにもヒト

と同様のABO抗原の生合成パターンがあること

がホルマリン固定臓器からの凍結切片を用いた混

合投災反応によって証明された｡

2)サル心肪内の ミオグロビンの消長についての

研兜｡,'a性心疾瓜のモデル実験としてサルの心臓

内の ミオグロビンの消長を抗ヒト･ミオグロビン

によって判別できることが証明できた｡本所見は

ヒトの心疾瓜を血約学的に解析するのに極めて重

出な所見である｡

3)サルの内外性器には血清学的にヒトに極めて

朔似した抗原が存在することが判明した｡

霊長類における免疫グロブリン遺伝子の進化

植 田 信太郎 (東大･理)

霊長類の進化に関する分子レベルからの研究は

近年急速に発展してきたが,これらの研究のほと

んどは遺伝物質であるI)NAの二次産物であるタ

ンパクを用いた間接的なものであった｡しかし最

新の分子生物学的手法を用いることによりDNA

の直接的分析が可能となり,タンパクレベルでは

!l【矢上不可能であった,生物進化に重要な役割を

はたしてきた迫伝子重複を容易に検出することが

できるようになった｡

免疫グロブリンIgEのⅡ鎖定常部を支配する

CE遺伝子はヒトのゲノム中に少なくとも3つ存

在する｡このうちCg3遺伝子は発現される迫伝子

(Cel迫伝子)に存在する3つのイントロンを完

全に欠失すると共に.ポリ(心付加シグナル下流に

31塩基からなるアデニンに富んだ配列がみられ.

processedgene の一つであると考えられる｡更

にこのCE3旋退伝子の両端にはレトロウイルスの

I'TR様構造がみられ.動く退伝子 トランスポゾ
ンと類似の構造をしていた｡このCE3擬逝伝子は

一度RNAの形を介しプロセシングをうけT=のち

逆転写によりDNAとなり再びゲノム中に組込ま

れ形成されたと考えられる｡従来真核生物で考え

られてきたDNAの進化とは異なる.この動的な

進化が霊長類においていかになされてきたかを探

る為.原泣3屈3超.新世界ザル6屑7槌.旧tLT

界ザJt,5屈13種ならび雑種1種.おJ:び類人独

3屈4位より血液を採取.リンパ球よりDNAを

抽出後.種々の制限酵素にて切断.サザンハイブ

リダイゼーション法により検索の結果.少なくと

もヒト上科とオナガザル上科の分岐以抑 ここの

processedgeneが形成されたと推測された｡ま

た別のCC擬迫伝子 (CE2退伝子)は比較的以近生

じた迫伝子重複により形成されたことが示唆され

た｡現在.雷長類におけるCH迫伝子群の相成に

関する更に詳細な分析を進めている｡

ニホンザルの音声コミュニケーション

- 嵐山群と下北Al群-

井上美智享 (大阪市大･理)

鈴木久代*(岩田山自然遊園地)
*共同実験者

嵐山群の音声レパー トリーを他群と比較するた

め.1982年6月に捕投前の下北Al群を観糾 し

た｡約70時間群れと行動を共にし.ランダムに音

声を録音し.発声状況を記録した｡279の音声群

を録音し.それらに含まれる254声をソナグラフ

で分析した｡

耳によっても.ソナグラフのパターンによって

も識別可能な19超の嵐山群の音声のうち.15位

が下北Al群で確認できた｡碇認できなかった4

位は嵐山群においてもまれにしか聞かれない.或

いは発情期にしか聞かれないものであった｡地山

群の19種に対応する44のソナグラフのパターン
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のうち..70%は下北Al粥にも見られた｡ また

拭山TFfでは見られたことのないパターン3和が下

北Al打羊で枚数m体より記録された｡1糊は移動

時などに山される音ilLJ(ホイ)に対応し.2相は

攻蝶された個体などが山す音声 (ギャアー)に対

応した｡これらは.耳では地山即のものと区別で

きなかった｡

音符の使われ方を概観するため.成体オス,成

体メス.2･3才.1才の4クラスについて各10

時間ずつ祝祭し.出された音声と状況を記録した｡

鳴く朔皮は嵐山群と同様に.成体オスがほとんど

PLiかず.成体メスと1-3才がよく鳴いた.嵐山

即では幼若個体はどよく鳴いたが.下北Al群で

は1-3才より成体メスの方がよく鳴いた｡音声

を出す状況は嵐山群と同じと思われた｡

以上のように音声のレパートリーや発声状況は

地山群と下北Al耶とでは誠本的に同じであった

が.ソナグラフによってしか区別できない音声の

迎いや.年令 ･性のクラスごとの音声の使い方の

迎いは群れによってある程度存在すると恩われる｡

霊長類前後肢骨構造の稔能的分化と分節の相似

的関係

馬場悠男 (独協医大)

各位詔長頬.食肉有蹄FIにおいて.前腕骨と足

根中足骨との稲造の斑似皮を調べた.

有田類では類似皮が苗い.すなわち.近位関節

面は滑串が発達し-軸化している｡伸筋付宕部も

後方に突出する (肘頭.EB)｡また.分節を相成

する骨が伸長し.qi純化しているので.回内 ･回

外遊動はおこらない｡

一方.腕歩行をするテナガザルなどの前腕骨は

滑車化が弱く.肘頭は突出しない｡また回内 ･回

外運動も大きい｡つまり.有蹄現とは反対である｡

足根中足骨も同様の傾向があるが,掛 まかなり突

出している｡したがって有蹄現とは遜っているが.

反対ではない｡つまり.前後肢の獄似皮は巾閃的

である｡ この点では前年皮に対象とした上腕付と

旺冊とのaTl似皮ほど明椛な去界を示さない｡

他のff料では.チンパンジー.ロリスなどの獄

似皮が低く.続いて四足性のサル.ツパイ.食肉

WIの唄に拓くなる傾向がある｡

市郎頬における前腕骨と足根中足骨の類似性は

前後肢が共に強く速い伸展機能に適応しているこ

とを示している｡すなわち.それぞれの近位関節

が後方を向き.特に近位相が突出するために.柄

造的な相似関係になっていると考えられる｡

一方.テナガザルなどでは.帆 (上)肢は屈曲

を主目的としているために.市郎mのような伸展

を主目的とした川辺とは舛なっている｡しかしfL

がら.級 (下)肢は屈曲と伸展の両方の槻fJEを果

たすために有蹄顕とまったく反対の和迩になるこ

とはできない｡つまり摘出的な相似関係は弱く.

ある程度分化していると言える｡

腕歩行をするテナガザルと疾走する布爪Hiとの

問にある動物群は.それぞれのロコモーシヲンへ

の適応状態に応じた環似皮を示していると言えよ

う｡

本州西部･山口県玖珂郡における狩猟活動の研究

広 谷 形(京大 ･詔良研)

山口県出田市および玖珂郡にまたがる地域にお

いて.イノシシのfBmに凹する調光を行なった｡

11月 15日から2月15日の3カ月の刑期巾.ほ

とんど侮日Lll刑する申菜的狩獅者に対称を定め.

刑T7;･gibの正t按祝烈ならびに閃き込みを行なった｡

またfln位m休の日内容物のサンプルの収が王も同時

に行なった｡

fEmはIli独で行なわれ.1982年1月30日の時

点では.10カ所に合計158の氏が掛けられてい

た｡そして今回使用された現場は.前年のそれと

は.ほとんど重役が見られなかった｡

民の種類は Fはね毘』とワイヤーで輪を作るだ

けの 『わき』と呼ばれるものの2掛 こ大別され.

前者はさらに.胴掛や脚掛などのバリューシヲン

が観察された｡例えば急峻な場所には Fわき｣を
用いるというように.狩獅･B･は.El然条件を考慮

し.使用する現の和現を決める｡

これらの環は.仕掛を工夫することにJ:ら.成

猷のみを純理することが可能であるので.以前は

こうした選択狩猟が行なわれていた｡

(最近は.ハンターの増加や狩猟獣の減少により

この傾向が薄れている｡)

民は(1)谷を巻くように 位)餌場へ至るミチに (3)

両側がイノシシにとって利用できない限られたミ

チなどに仕掛けられた｡

以上.選択狩猟や民の種獄.仕掛ける地域.仕
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